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委
員
に
任
命
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

◉
監
査
委
員
の
選
任
に
関
し
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
月
　
日
で
任
期
が
満
了
す

１０

２６

る
 伊
  藤
  保
  己
 さ
ん（
　
）＝
下
町

い
 
と
う
 や
す
 
み

６０

三
区
＝
を
、
再
び
監
査
委
員
に

選
任
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◉
八
幡
平
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
き
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

原
　案
　可
　決

平成２４年度八幡平市一般会計歳入歳出決算は、市議会第３回定例会（９月定例会）
最終日の９月１２日に賛成多数で認定されました

◉
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

せ
ん
に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
　
月
　
日
で
任
期
が
満
了
す

１２

３１

る
 髙
  橋
 さ
よ
さ
ん（
　
）＝
中
村

た
か
 は
し

６３

＝
を
再
び
、
 髙
  橋
  末
  治
 さ
ん
の

た
か
 は
し
 す
え
 
じ

後
任
と
し
て
、
 井
  上
  昭
二
 さ
ん

い
の
 う
え
 し
ょ
う
じ

（
　
）＝
東
＝
を
、
人
権
擁
護
委

６２員
に
推
薦
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

◉
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
　
月
　
日
で
任
期
が
満
了
す

１１

１４

る
 遠
  藤
  健
  悦
 さ
ん（
　
）＝
寺
田

え
ん
 ど
う
 け
ん
 え
つ

７０

＝
と
、
 髙
  橋
 ま
ゆ
み
さ
ん（
　
）

た
か
 は
し

４８

＝
畑
＝
を
、
再
び
教
育
委
員
会

原
案
に
同
意

９月定例会
開催

　
年
度
決
算
を
認
定

２４　
議
案
承
認
・
可
決

２４

　平成２５年八幡平市議会第３回定例会（９月定例会）
を８月３０日から９月１２日までの１４日間、市議会議場
で開催しました。今回の定例会では、１１人が一般質
問をしたほか、平成２４年度八幡平市一般会計をはじ
めとする歳入歳出決算認定などの審議を行い、全２４
議案を原案のとおり可決・認定しました。ここでは、
９月定例会の主な内容を紹介します（金額はそれぞ
れ１万円未満切り捨て） 。

髙橋さよさん井上昭二さん

適
任
と
決
定

遠藤健悦さん髙橋まゆみさん伊藤保己さん
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第
３
回
定
例
会
で
は
、
請
願
１
件
を
審
査
し「
採
択
」と
決
定
し

た
ほ
か
、
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
１
件
と
意
見
書
２
件
、
決
議
１

件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

請
願
１
件
を
採
択

発
議
案
４
件
を
可
決

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
提
出
者
＝
議
会
広
報
特
別

委
員
長
・
髙
橋
悦
郎
）
　
議
会

報
告
会
に
出
席
し
た
と
き
の
費

用
弁
償
は
支
給
し
な
い
こ
と
に

す
る
も
の

▼
本
会
議
の
審
議
結
果
　
全
会

一
致
で
原
案
可
決

■
私
学
助
成
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
（
提
出
者
＝
教
育
民
生

常
任
委
員
長
・
田
中
榮
司
夫
）

▼
本
会
議
の
審
議
結
果
　
全
会

一
致
で
原
案
可
決
（
意
見
書
は

内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
提
出
）

■
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
の

東
北
地
方
へ
の
誘
致
に
関
す
る

決
議（
提
出
者
＝
髙
橋
守
議
員
）

■
教
育
民
生
常
任
委
員
会
審
査

◎
私
学
教
育
を
充
実
・
発
展
さ

せ
る
た
め
の
請
願
（
請
願
者
＝

私
学
助
成
を
す
す
め
る
岩
手
の

会
会
長
・
新
妻
二
男
）
　
過
疎

地
域
の
私
立
高
校
に
対
す
る
特

別
助
成
の
増
額
を
含
め
、
私
学

平成２５年八幡平市議会第３回定例会
賛否の分かれた議案の採決結果一覧

議案第２０号議案第１６号
議　案　名　

　　
　議　員　名

平成２４年度
八幡平市

国民健康保険
西根病院事業会計
決算認定

平成２４年度
八幡平市

一般会計歳入歳出
決算認定

○○立花　安文１

○○大森　力男２

○○渡辺　義光３

○○工藤　　剛４

○○渡邊　　正５

○○髙橋喜代春６

○○遠藤　公雄７

○○古川　津好８

○○小野寺昭一９

○○田村　　孝１０

○○田中榮司夫１１

○○髙橋　　守１２

○○伊藤　一彦１３

●●髙橋　悦郎１４

○○小笠原壽男１５

○○関　善次郎１６

○○三浦　　侃１７

○○松浦　博幸１８

○○大和田順一１９

○○髙橋　光幸２０

●●米田　定男２１

○○北口　和男２２

○○工藤　直道２３

※○＝賛成、●＝反対。
　瀬川健則議長は採決には加わりません。

教
育
を
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と

を
求
め
る
内
容

▼
結
果
　
採
択

▼
本
会
議
の
審
議
結
果
　
全
会

一
致
で「
採
択
」に
決
定

■
八
幡
平
市
議
会
議
員
の
議
員

請
願

議
員
発
議

　
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
日
本
へ
の
誘
致

実
現
を
強
力
に
支
援
す
る
内
容

▼
本
会
議
の
審
議
結
果
　
全
会

一
致
で
原
案
可
決
（
決
議
書
は

内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
送
付
）

■
地
球
温
暖
化
対
策
に
対
す
る

地
方
財
源
の
確
保
の
た
め
の
意

見
書
（
提
出
者
＝
古
川
津
好
議

員
、
髙
橋
守
議
員
、
田
中
榮
司

夫
議
員
）
　
地
球
温
暖
化
対
策

に
関
し
、
森
林
の
整
備
や
保
全

な
ど
を
促
進
す
る
た
め
の
地
方

財
源
を
確
保
す
る
仕
組
み
の
構

築
を
求
め
る
内
容

▼
本
会
議
の
審
議
結
果
　
全
会

一
致
で
原
案
可
決
（
意
見
書
は

内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
提
出
）

援
事
業
計
画
の
策
定
な
ど
を
行

う
「
八
幡
平
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」
を
設
置
す
る
た
め
の

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

◉
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
規

約
及
び
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組

合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規

約
の
一
部
変
更
の
協
議
に
関
し

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
来
年
４
月
か
ら
の
構
成
市
町

の
負
担
割
合
に
つ
い
て
、
「
構

成
市
町
割
」
を
「
均
等
割
」
　１５

％
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◉
平
成
　
年
度
八
幡
平
市
一
般

２５

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億

３
４
１
１
万
円
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。
主
な
歳
出
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
あ
ず
み
の
湯
増
改
築
等
工
事

実
施
設
計
業
務
委
託
料
　
６
３

３
万
円

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

助
成
費
　
１
０
０
０
万
円

▼
安
代
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
工

事
　
２
１
８
４
万
円

問
　
安
代
小
学
校
プ
ー
ル
改
修

工
事
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答
　
積
雪
に
よ
り
上
屋
の
シ
ー

ト
が
裂
け
た
こ
と
で
ゆ
が
ん
だ

鉄
骨
を
撤
去
す
る
も
の
で
す
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
―

化
に
対
す
る
市
の
指
導
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
地
域
担
当
職
員
制
度
を
設

け
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
議
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

※
今
回
の
定
例
会
で
は
、
４
特

　
別
会
計
と
１
事
業
会
計
の
補

　
正
予
算
も
原
案
の
と
お
り
可

　
決
し
ま
し
た
。

あずみの湯は増改築に向けた
実施設計が行われます
あずみの湯は増改築に向けた
実施設計が行われます
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問
　
税
金
滞
納
の
収
納
対
策
上

の
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
税
の
個
人
情
報
は
、
外
部

に
は
公
表
し
な
い
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

問
　
行
旅
死
亡
人
費
用
実
費
弁

償
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
身
元
が
判
明
し
な
か
っ
た

遺
体
を
、
県
に
代
わ
り
火
葬
か

ら
納
骨
ま
で
に
要
し
た
費
用
が

補
填
さ
れ
た
も
の
で
す
。

問
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
札
結

果
は
、
建
設
関
係
だ
け
で
は
な

く
、
業
務
委
託
や
随
意
契
約
の

も
の
も
公
表
す
る
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。

答
　
　
年
度
か
ら
全
て
の
契
約

２６

を
公
開
す
る
よ
う
調
整
し
ま
す
。

問
　
防
犯
灯
設
置
の
補
助
金
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

答
　
来
年
４
月
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
向
か
い
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の

中
で
補
助
す
る
予
定
で
す
。

問
　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

有
効
な
利
用
方
法
を
考
え
て
い

ま
す
か
。

決算特別委員会

平成２４年度
決算

一般会計歳出総額は
１８９億６，６１９万円
　決算特別委員会（髙橋守委員長、北口和男副委員長）を９
月５、６、９、１０日に市議会議場で開催しました。同委員会
は、瀬川健則議長と議会選出監査委員の遠藤公雄議員を除く
議員２２人で構成。平成２４年度一般会計決算のほか、６特別会
計、２企業会計を審査し、全て原案のとおり認定することに
決定しました（９月１２日の本会議で一般会計と国民健康保険
西根病院事業会計は賛成多数、その他の会計は全会一致で認
定）。ここでは、決算特別委員会の主な質疑などを紹介します。

決算特別委員会（９月１０日）

一
般
会
計
歳
入

答
　
市
の
累
計
発
行
枚
数
は
７

月
末
現
在
、
７
８
３
枚
で
す
。

今
後
、
国
で
導
入
さ
れ
る
個
人

番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
北
森
駅
の
駅

名
変
更
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

答
　
地
元
住
民
か
ら
の
声
が
あ

れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
障
害
者
の
就
労
支
援
で
、

賃
金
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

答
　
雇
用
す
る
会
社
の
経
営
面

ま
で
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
意
見
交
換
な
ど
で
改
善

で
き
る
も
の
か
ら
進
め
ま
す
。

問
　
小
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
を
中
学
校
卒
業
ま
で

拡
大
で
き
な
い
で
す
か
。

答
　
市
で
は
、
全
県
的
に
取
り

組
む
う
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

問
　
生
ご
み
の
減
量
化
に
向
け

て
、
何
か
取
り
組
み
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
か
。

答
　
一
戸
町
の
発
酵
分
解
酵
素

を
使
っ
た
処
理
へ
の
取
り
組
み

を
参
考
に
し
て
検
討
し
ま
す
。

問
　
子
宮
 頸
 が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

け
い

副
作
用
の
周
知
な
ど
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

答
　
副
作
用
の
呼
び
掛
け
を
保

護
者
と
医
療
機
関
に
周
知
し
て

い
ま
す
。

問
　
遊
休
農
地
対
策
事
業
に
つ

て
、
集
落
営
農
組
織
に
ど
の
よ

う
な
助
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
か
。

答
　
集
落
営
農
組
織
が
遊
休
農

地
を
解
消
し
た
土
地
に
つ
い
て
、

　
ア
ー
ル
当
た
り
１
万
円
を
助

１０成
し
ま
し
た
。

問
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
現
在

の
作
成
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答
　
８
月
末
で
、
　
地
域
の
プ

２３

ラ
ン
が
作
成
さ
れ
、
市
内
全
域

で
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
今
年
の
リ
ン
ド
ウ
の
出
荷

は
、
天
候
不
順
も
あ
り
一
番
需

要
が
あ
る
お
盆
の
出
荷
量
が
激

減
し
ま
し
た
が
、
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
お
盆
に
合
わ
せ
て
ど
ん
な

天
候
で
も
安
定
し
て
出
荷
で
き

る
品
種
が
あ
り
、
生
産
者
か
ら

の
要
望
も
一
番
多
い
で
す
が
、

こ
の
苗
が
不
足
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
昨
年
か
ら
種
取
り

が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

今
後
生
産
者
に
十
分
供
給
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

問
　
八
幡
平
市
共
通
商
品
券
の

販
売
額
と
、
使
わ
れ
た
割
合
を

伺
い
ま
す
。

答
　
　
年
度
の
販
売
額
は
２
億

２４

５
６
０
０
万
円
、
使
用
先
は
地

元
商
店
が
８
割
、
大
型
店
が
２

割
で
し
た
。

問
　
体
験
型
観
光
商
店
推
進
事

業
の
実
績
を
伺
い
ま
す
。

答
　
荒
屋
新
町
商
店
街
が
延
べ

６
６
５
人
、
大
更
商
店
街
は
延

べ
２
０
２
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

問
　
企
業
誘
致
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

答
　
昨
年
度
、
中
渡
工
場
適
地

に
精
密
関
係
の
企
業
を
誘
致
し
、

本
年
度
は
工
場
が
建
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
　
市
道
北
切
線
の
改
良
工
事

は
い
つ
頃
完
了
し
ま
す
か
。

答
　
　
年
度
完
了
を
見
込
ん
で

２７

い
ま
す
。

問
　
 橋
梁
 長
寿
命
化
修
繕
計

き
ょ
う
り
ょ
う

画
策
定
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
ま
す
か
。

答
　
昨
年
度
は
市
内
２
７
５
の

橋
の
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

点
検
結
果
に
基
づ
き
、
修
繕
計

画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出

■
　総
務
費

■
　民
生
費

■
　農
林
水
産
業
費

■
　衛
生
費

■
　商
工
費

■
　土
木
費
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■
一
般
会
計

　
「
大
更
駅
周
辺
及
び
隣
接
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
環
境
整
備
基
本
計
画
」
の
内
容
は
、

現
状
把
握
や
将
来
把
握
が
不
適
切
な
こ
と

を
認
め
な
が
ら
、
見
直
す
手
だ
て
を
と
ら

ず
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
地
権
者
が
同
意

す
る
も
の
に
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
地
権
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
投
資

し
た
事
業
費
が
無
駄
に
な
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
、
決
算
認
定
に
反
対
し
ま
す
。

　

　

　

　
起
債
残
高
の
減
少
に
よ
る
将
来
負
担
比

率
の
大
幅
な
改
善
や
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両

面
で
の
施
策
の
展
開
な
ど
は
評
価
す
る
も

の
で
す
。
今
後
も
市
域
の
均
衡
あ
る
発
展
、

市
民
の
一
体
感
の
醸
成
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る
市
政
運
営
を

期
待
し
、
決
算
認
定
に
賛
成
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
西
根
病
院
事
業
会
計

　
減
債
積
立
金
が
企
業
債
残
高
を
上
回
る

実
態
は
、
積
立
金
の
趣
旨
だ
け
で
な
く
、

効
率
的
な
財
政
運
営
に
も
反
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
余
剰
資
金
が
あ
る
な
ら
ば
、

一
般
会
計
か
ら
の
出
資
は
凍
結
す
る
べ
き

で
す
。
ど
ち
ら
も
　
年
度
の
実
施
が
な
い

２４

こ
と
か
ら
、
決
算
認
定
に
反
対
し
ま
す
。

討
　
　
論

決算特別委員会

問
　
都
市
計
画
道
路
大
更
駅
前

線
の
整
備
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出

に
効
果
が
あ
る
か
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
か
。

答
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
は

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
防
災
資
機
材
が
各
消
防
団

分
団
に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

活
用
に
つ
い
て
自
治
会
と
共
有

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
　
地
域
の
希
望
な
ど
に
応
え
、

連
携
を
取
っ
て
活
用
し
て
も
ら

う
よ
う
努
め
ま
す
。

問
　
教
育
長
が
議
会
を
欠
席
す

る
と
き
は
、
教
育
委
員
長
が
出

席
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答
　
教
育
委
員
会
と
し
て
出
席

す
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

問
　
教
育
委
員
会
児
童
生
徒
表

彰
は
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
が
多
く
、

文
化
部
門
が
少
な
い
が
、
表
彰

基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
本
年
度
、
表
彰
基
準
を
改

正
し
各
学
校
へ
指
導
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
文
化
部
門
の
表

彰
者
も
増
え
て
く
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
P
T
A
連
絡
協
議
会
に

対
し
て
、
補
助
金
　
万
円
は
ど

１０

の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
補
助
金
の
額
だ
け
な
く
、

講
師
の
派
遣
な
ど
総
合
的
に
配

慮
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
　
国
民
健
康
保
険
西
根
病
院

事
業
会
計

問
　
企
業
債
償
還
金
分
と
し
て

一
般
会
計
か
ら
の
出
資
金
が
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
返
済
し
た

企
業
債
償
還
金
よ
り
多
い
の
は

な
ぜ
で
す
か
。

答
　
過
年
度
の
繰
上
償
還
分
を

一
般
会
計
負
担
分
と
し
て
繰
り

入
れ
た
も
の
で
す
。

問
　「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」実

施
に
当
た
り
、
ど
の
程
度
の
予

算
規
模
を
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。

答
　
５
競
技
の
実
施
で
７
億
円

弱
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
　
西
根
病
院
の
移
転
新
築
や

文
化
会
館
の
建
設
は
、
市
民
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答
　
西
根
病
院
の
移
転
新
築
は

「
西
根
病
院
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
の
報
告
を
尊
重
し
、
検
討

の
上
、
建
設
場
所
を
決
定
し
て

い
き
ま
す
。
文
化
会
館
の
建
設

に
は
、
時
間
を
掛
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
調
査
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

総
　
　
括

反
対

髙
橋
悦
郎
議
員

反
対

米
田
定
男
議
員

※西根病院・水道事業企業会計の資本的収支の不足額は、
　「過年度分損益勘定留保資金」などで補てんしました

支　出　額収　入　額会　計　名

１８９億６，６１９万円１９５億２，７０８万円　一般会計

３７億１，７１０万円３９億９，１０７万円国民健康保険
（事業勘定）

特
別
会
計

２億２，６８２万円２億２，８９５万円後期高齢者医療

３億１，３７５万円３億３，６１６万円国民健康保険
（診療施設勘定）

５億１，５１２万円５億５，５０８万円公共下水道事業

６億９，５６７万円７億１，６３０万円農業集落排水事業

４，０６４万円４，８０４万円浄化槽事業

６億９，２３４万円６億９，７７１万円収益的収支国民健康保険
西根病院事業企

業
会
計

２，９７３万円１，９５８万円資本的収支

４億８，２４６万円５億５，３９１万円収益的収支
水道事業

２億６，６９０万円　１億１，９０６万円資本的収支

■平成２４年度各会計の決算額（金額は１万円未満を四捨五入）各種指標が示す財政健全度

❶実質赤字比率　標準財政規模に対する一
　般会計などの実質赤字の割合で、実質黒
　字であるため、該当しません。
❷連結実質赤字比率　標準財政規模に対す
　る特別会計など全会計の実質赤字や資金
　不足額の割合で、実質赤字や資金不足の
　会計はないため、該当しません。
❸実質公債費比率　標準財政規模に対する
　地方債の償還金の割合で、１２．２％（前年
　度比0．８㌽減）でした（１８％を超えると、
　新たな市債の発行に知事の許可が必要）。
❹将来負担比率　標準財政規模に対する一
　般会計など将来負担すべき実質的な負債
　の割合で、８．１％（前年度比２１．３㌽減）で
　した。
❺資金不足比率　水道など公営事業の資金
　不足額の割合で、黒字決算であるため、
　該当しません。

　市議会第３回定例会では、２４年度決算に
基づく市の健全化判断比率と資金不足比率
が報告され、いずれも基準を下回りました。

賛
成

小
野
寺
昭
一
議
員

特
別
・
企
業
会
計

■
　消
防
費

■
　教
育
費


